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・ 始業前の時間を活用、４回程度、時期・対象学年は自由
・ 学校が防犯ボランティアと相談し申し込み
・ 教材の準備やボランティア向け説明は県が実施

岡山県 県民生活部 くらし安全安心課（梶谷）
電 話：０８６－２２６－７２５９
E-mail：ayaka_kajitani@pref.okayama.lg.jp

＊＊＊ 問い合わせ先 ＊＊＊

自分を守る
大切なアイテム

こわいと
感じたら？

あんぜんかな？
きけんかな？

こんなとき
どうする？

どちらの道が
あんぜんかな？

「わるい人」って
どんな顔？

みんなのことを
守ってくれる

地域の人を知ろう！

地域の防犯ボランティアによる
防犯教室を実施しませんか？

こんな効果が期待できます！

◆ 児童がより挨拶できるようになる
◇ 児童がより安心して登下校できる
◆ 月１回×４回で学習効果が期待できる
◇ 地域における見守り活動が強化される
◆ 防犯ボランティアのやる気が高まる
◇ 学校と地域の絆が深まる

学 習 指 導 例 ※児童の学年、学校や地域の状況に応じて内容を組み合わせてください。

くらし安全安心課Ⓒ

「ひみつおに」

１年生（例） ２年生（例）

岡山県Ⓒ

「ももっち」



申し込みから実施まで！

申込書
FAX・メール

連絡・調整

事業実施

説 明

啓発品等
受取

・お申込みは、学校から送付してください。
・県から児童へ、直接の指導はありません。

こんなとき どうする？

【パネルの例】

特 記 事 項

ま新一年生、まず
は

防犯ボランティアと

顔の見える関係づくりに

ぜひご活用ください !!

学校と防犯ボランティアとの相談、合意
のもと、申請書に必要事項を記入の上、学
校が県くらし安全安心課までメール又はFAX
で申し込みます。

１

申し込み後、県くらし安全安心課から、
後日、学校へ連絡があります。
県が、事業決定の有無の通知と実施予定

日及び保険の有無を確認します。

２

県から学校に、対象児童への啓発グッズ
を送付します。
また、新規申し込み校については、県か

ら学校に、アサガク防犯教室用の教材パネ
ルと指導案を送付します。

３

新規申し込みの学校には、県職員を派遣
し、地域防犯ボランティアへ事業主旨と指
導方法について説明します。
※ １時間程度・要日程調整

４

各学校で、年間４回程度、地域の防犯ボ
ランティアが教材パネルを使って、朝学習
(10分程)でアサガク防犯教室を実施します。

５


